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※くわしい内容につきましては、事務局（274-5222）までお問い合わせください。
　なお、予定が変更になる場合がありますのでご了承ください。

危険箇所点検
（地域の危険箇所実態調査） 6月27日

特別交通事故防止啓発活動 10月  9日
福祉関係講習会 9月17日

歩く会（高齢者健康増進） 10月下旬
2月12日地域交通安全大会

地域の交通安全・福祉・救急・防火等
の安全な環境推進につとめます。

地区秋季大運動会 10月  9日
コミュニティまつり 11月19・20日
コミュニティ連絡協議会 12月  3日

2月26日地域ふれあい交流会
未定青少年育成指導者研修会

創意と工夫を駆使して皆様の楽しめる
手づくりの事業にしていきます。

本会事業本会事業 環境部会環境部会

緑と花の愛護普及事業
環境美化運動

（田彦コミセン除草）
6月  4日
7月23日

10月29日

6月18日
11月  2日

1月環境講座
7月  3日河川敷清掃（クリーン作戦）

花いっぱい運動と環境整備につとめ
ます。

体育部会体育部会

安全福祉部会安全福祉部会 文化部会文化部会 青少年部会青少年部会

シニアレクリエーション 6月19日
ヘルスバレーボール大会 7月10日
グラウンドゴルフ大会 9月24日
ファミリーバドミントン大会 10月30日
ノルディックウォーキング教室 2月11日

皆さん!!運動不足になっていませんか？
お友達と一緒にいい汗を流しましょう。

歴史教室 未定
文化教室 1月

10月23日見学会（一般募集）
2月26日地域ふれあい交流会

地域の皆さまと共に芸術文化に親し
み、心豊かな生活がおくれるよう活動
の推進を図ります。

少年の主張大会 7月14日
地域ふれあいキャンプ 7月30・31日
地域ふれあいスキー 1月  7日

6～3月（第3土曜日）
読み聞かせ（年9回）除8月

子供たちとの交流、家庭・学校・地域
のパイプ役を目指します。

体育部会体育部会体育部会体育部会体育部会体育部会体育部会体育部会体育部会体育部会体育部会体育部会体育部会体育部会体育部会体育部会体育部会体育部会体育部会体育部会体育部会体育部会体育部会体育部会
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こ
の
度
、
本
会
の
発
展
に
ご
尽
力

を
さ
れ
ま
し
た
稲
田
周
三
前
会
長

が
勇
退
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
未
熟

な
私
が
皆
様
方
の
ご
推
挙
に
よ
り

ま
し
て
、
そ
の
後
を
引
く
継
ぐ
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
3
月
に
本
会
の
地
区
委
員
を
退
任
し
て

3
年
の
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
り
ま
す
が
、
皆
様
方
の
ご
協

力
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
住
み
よ
い
地
域
づ

く
り
を
目
指
し
て
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
す
。

　

稲
田
前
会
長
に
は
、
公
民
館
か
ら
コ
ミ
セ
ン
に
改

革
し
て
以
来
3
年
間
基
礎
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
お
か

げ
を
も
ち
ま
し
て
順
調
な
運
営
を
さ
れ
て
お
り
ま
す

こ
と
に
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、本
年
度
も「
田
彦
中
学
区
地
域
づ
く
り
の
会
」

で
は
、
本
会
及
び
、
各
部
会
と
も
沢
山
の
行
事
を
計

画
致
し
て
お
り
ま
す
。

　

是
非
、
皆
様
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
お
互
い
に

地
域
の
交
流
を
図
り

な
が
ら
住
み
よ
い
地
域

づ
く
り
の
原
動
力
と
し

て
、
活
動
し
て
い
た
だ

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
が
ひ
い
て
は
犯
罪

や
事
故
の
な
い
町
づ
く

り
に
つ
な
が
る
も
の
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
、
御
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
致
し
ま
す
。
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平成28年度の事業はこの予算で実行します

項　　目
収 入 の 部

比率（％）金  額（円） 項　　目 比率（％）金  額（円） 項　　目 比率（％）金  額（円）
支 出 の 部

活 動 費
事 業 費
事 務 費
会 議 費
予 備 費

合　　計

42
39
13
6
―

100

1,630,000
1,510,000
485,000
210,000
4,761

3,839,761

補 助 金
会　　費
協 賛 金
繰 越 金
雑 収 入

合　　計

72
25
2
1
―

100

2,778,000
939,000
75,000
47,661
100

3,839,761

活 　 動 　 費

体 育 部 会

合　　計

34

100

550,000
安全福祉部会 18295,000
文 化 部 会 14230,000
青少年部会 20335,000
環 境 部 会 14220,000

1,630,000

田彦中学区地域づくりの会
総　　会

役 員 会

監　　事
事務局長
上村　セツ

三代　　清
大谷　忠彦

広 報 委 員

委 員 長
久保田  寿久

体 育 部 会
部会長

同　副

副委員長

会　　長
勝村　和男 稲田　周三

顧　　問

地 区 委 員 会市 民 会 議 広 報 委 員 会実践部運営委員会

清野　建造
熊田　文勝

副 会 長
内田　雅恵
小林　克也

実践部長
石村　幸枝

地区委員長
内田　雅恵

地 区 委 員
大橋　恒雄
中村　厚士
藤咲　武夫
宮﨑　眞明

地区副委員長
小林　克也

実践副部長
刈谷　秀樹

宮下　晴水
久保田  憲治

刈谷　秀樹
青少年部会

部会長

松原　　昇
環 境 部 会

部会長 恩田　直人
加藤　泰弘

安全福祉部会
部会長

菅原　研之同　副

石村　幸枝
文 化 部 会

部会長
佐々木　敬三同　副

同　副

同　副 藤本　幸子
菊地　和彦

恩田　直人

田彦中学区
地域づくりの会の

しくみ

田彦中学区
地域づくりの会の

しくみ

田　彦　東
自　治　会
田　彦　西
自　治　会

横山　信夫
須藤　光夫

堂　　　端
自　治　会

小林　克也
宮本　能光

西　大　島
自　治　会

内田　雅恵
山岡　正義

大 島 公 園
西 自 治 会

北井桂子 伊藤牧子 平野一能
大貫千尋 長江節子

上村セツ 勝村和男

メ
ン
バ
ー
が
代
わ
り
ま
し
た

本
年
度
か
ら
左
記
の
新
メ
ン
バ
ー
で

ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

職
員
一
同
心
を
合
わ
せ
、
親
し
み
易

い
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

田
彦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

田
彦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

田彦コミュニティセンター利用案内
開館時間 午前8時30分～午後10時午前8時30分～午後10時

窓口受付 午前8時30分～午後8時
休 館 日 毎月　第３月曜日毎月　第３月曜日
閉 館 日 ●お盆…8月13日～15日

●年末年始…12月29日～1月3日
●休館日と祝祭日が重なった日

●お盆…8月13日～15日
●年末年始…12月29日～1月3日
●休館日と祝祭日が重なった日

利用時間 午前の部…９時～ 正午／午後の部…１時～ ５時
夜 の 部…６時～10時（利用のない場合は8時閉館）
午前の部…９時～ 正午／午後の部…１時～ ５時
夜 の 部…６時～10時（利用のない場合は8時閉館）

左より ◇前会長  稲田  周三　◇前環境副部会長  沼田　実
　　　 ◇前環境部会長  北島  荘太郎　◇前地区委員  座間  秀夫
　　　 ◇前地区委員  山田  茂機　◇前監事  平野  一能
　　　 ◇前監事  鈴木　勇　◇前副会長  平野  勤

会
の
為
、長
い
間
ご
尽
力
い
た
だ
き

　
　
　

  

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

退
任
に
あ
た
っ
て

今
回
退
任
さ
れ
た
方
々
で
す

前
会
長
　
稲
田
周
三

　

平
成
22
年
よ
り
在
任
中
の
6
年
間
は

大
き
な
変
遷
の
時
と
な
り
ま
し
た
。

　

顧
み
ま
す
と
こ
の
間
、
市
民
会
議
が

発
足
、
又
25
年
か
ら
は
、
公
民
館
が
地

域
移
管
と
な
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
と
し
て
新
た
な
船
出
と
な
り
ま
し

た
が
、
皆
様
方
の
ご
支
援
と
ご
協
力
の

お
陰
で
、
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
事

に
、
深
く
感
謝
致
し
ま
す
と
共
に
、
今

後
の
会
の
益
々
の
発
展
を
心
よ
り
お
祈

り
致
し
て
お
り
ま
す
。



浮
世
絵
展
を
　
　
　
　

　
　
鑑
賞
し
ま
し
た
！

み
ん
な
で
協
力
　
　
　

　
　
　
環
境
美
化
活
動

 

ひ
た
ち
な
か
祭
り
パ
レ
ー
ド 

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？
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り
よ
だ
会
部
各

ス
ポ
ー
ツ
で
健
康
増
進
を

28
年
度
部
会
の
活
性
化

 

5
月
25
日
、
今
年
度
の
部
会
研
修
と
し

て
、東
京
渋
谷
の
B
u
n
k
a
m
u
r
a

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
開
催
さ
れ
て
い
る
ボ

ス
ト
ン
美
術
館
所
蔵
の
浮
世
絵
展
「
俺

た
ち
の
国
芳　

わ
た
し
の
国
貞
」
を
鑑

賞
し
ま
し

た
。
同
館

所
蔵
の
浮

世
絵
と
し

て
は
初
め

て
の
大
規

模
な
展
覧

会
で
あ
り
、

一
度
公
開

し
た
後
は

5
年
間
以

上
公
開
さ
れ
な
く
な
る
と
の
こ
と
で
す
。

会
期
末
が
せ
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
会

場
は
大
変
混
雑
し
ま
し
た
が
、
作
品
の

鮮
や
か
な
色
ど
り
、
構
図
の
大
胆
さ
、

海
外
に
渡
っ
て
か
ら
100
年
以
上
経
つ

の
に
そ
の
保
存
状
態
の
良
さ
な
ど
で

江
戸
の
大
衆
文
化
の
す
ば
ら
し
さ
に

目
を
奪
わ
れ
た
1
日
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
例
年
通
り
一
般
見
学
会
、

歴
史
教
室
な
ど
を
計
画
し
て
お
り
ま

す
が
、
一
層
充
実
し
た
内
容
に
す
る
べ

く
部
会
員
一
同
頑
張
り
ま
す
の
で
、
さ

ら
な
る
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〔
文
化
部
会
〕

　

今
年
度
の
環
境
部
会
は
、
部
会
員

が
8
名
入
れ
替
り
新
し
い
体
制
の
も

と
各
地
区
の
皆
様
の
協
力
を
得
て
「
地

域
の
環
境
美
化
の
促
進
」
な
ど
の
テ
ー

マ
を
も
と
に
部
会
行
事
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

　

今
年
度
最
初
の
行
事
は
「
環
境
美
化

運
動
」
の
一
環
と
し
て
、
6
月
4
日
に

コ
ミ
セ
ン
利
用
者
団
体
の
皆
さ
ん
と
合

同
で
コ
ミ
セ
ン
の
除
草
作
業
を
実
施
。

　

当
日
は
梅
雨
の
晴
れ
間
で
土
曜
日
の

早
朝
に
も
拘
ら
ず
150
名
と
い
う
大
勢
の

皆
様
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
予
定
通
り

終
了
。

　

後
日
、

部
会
有
志

4
〜
5
人

が
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
し
な

が
ら
の
芝

刈
り
を
実

施
。
ご
協

力
あ
り
が

と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
＂
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し

た
〟

　

7
月
23
日
に
2
回
目
の
除
草
作
業
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

〔
環
境
部
会
〕

　

梅
雨
時

期
、
紫
陽

花
が
き
れ

い
な
季
節

と
な
り
ま

し
た
。

　

昨
年
よ

り
青
少
年

部
会
で
は
、

8
月
に
開

催
さ
れ
る
「
ひ
た
ち
な
か
祭
り
パ
レ
ー

ド
に
参
加
す
る
ぞ
！
」
に
協
賛
し
て
お

り
ま
す
。
昨
年
は
、
5
月
か
ら
練
習
を
始

め
48
人
で
の
参
加
で
し
た
。「
祭
り
は
見

る
よ
り
参
加
す
る
ほ
う
が
楽
し
い
よ
！
」

「
年
に
一
度
の
祭
り
で
会
い
ま
し
ょ
う
！
」

を
掛
詞
に
「
チ
ー
ム
田
彦
」
と
銘
打
っ

て
活
動
し
て
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
田

彦
に
は
「
ふ
る
さ
と
の
祭
り
」
が
無
い

よ
う
に
思
い
ま
す
。
少
し
だ
け
で
す
が

8
月
の
ひ
と
と
き
、
世
代
を
超
え
て
集

ま
れ
る
場
を
作
り
た
い
と
の
お
も
い
で

踊
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
気
楽
に
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。
踊
り
は
「
す
て
き

な
明
日
の
た
め
に
」
小
学
4
年
生
以
上

は
み
ん
な
知
っ
て
い
る
踊
り
で
す
。

・
・
・
そ
っ
と
瞳
閉
じ
た
と
き
、
思
い

出
し
た
い
街
が
あ
る
ヘ
イ
！
・
・
・

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

　

コ
ミ
セ
ン
館
内
掲
示
板
に
青
少
年
部

会
募
集
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
ま
す

 〔
青
少
年
部
会
〕

　

6
月
19
日
（
日
）
田
彦
小
体
育
館
で
、

恒
例
の
「
シ
ニ
ア
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

60
歳
以
上
の
約
200
人
が
、
自
治
会
対

抗
で
「
輪
投
げ
・
バ
ッ
ゴ
ー
・
ボ
ー
ル

送
り
」
の
三
種
目
の
競
技
を
行
い
ま
し

た
。
結
果
は
、
田
彦
西
自
治
会
が
ダ
ン

ト
ツ
で
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

半
日
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

体
育
部
会
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し

て
健
康
増
進
を
図
る
た
め
、「
ヘ
ル
ス
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・

フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。
又
、
今
年
度
は
、「
ノ

ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
」
を

開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
地
域
の
皆
様
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〔
体
育
部
会
〕

　

8
名
の
新
人
を
迎
え
、
事
業
運
営
の

改
革
で
、
活
力
に
満
ち
た
部
会
に
！

 

●

「
危
険
個
所
の
点
検
」
で
は
、
危
険

度
の
高
い
箇
所
に
重
点
を
据
え
て
、
行

政
へ
の
提
言
・
具
現
化
に
努
め
ま
す
。

 

●

「
部
会
研
修
」
は
大
規
模
水
害
の
研

修
を
加
え
、
地
域
の
安
心
・
安
全
に
寄

与
で
き
る
知
識
の
蓄
積
に
努
め
ま
す
。

 

●

「
高
齢

者
歩
く

会
」
は

「
元
気
は

つ
ら
つ

歩
く
会
」

と
名
称

を
変
更
、

高
齢
世

代
・
現

役
世
代
・

次
世
代

の
三
世

代
の
参

加
で
活
力
、
健
康
増
進
を
図
り
ま
す
。

 

●

「
福
祉
講
習
会
」
は
［
N
P
O
健
康
支

援
サ
ー
ビ
ス
い
ば
ら
き
］
代
表
理
事
佐

藤
房
夫
先
生
の
【
明
る
く　

楽
し
く　

元
気
な
健
康
生
活
と
健
康
長
寿
】
の
演

題
で
す
。
皆
様
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

〔
安
全
福
祉
部
会
〕 
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ひ
ろ
ば

ひ
ろ
ば

ひ
ろ
ば

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

●田彦東自治会 ………
●田彦西自治会 ………
●西大島自治会 ………
●堂　端自治会 ………
●大島公園西自治会 …
●県営アパート ………

475世帯
740世帯
583世帯
898世帯
330世帯
104世帯

計 3,130世帯（4月16日現在）
（前年度  3,054世帯）

平成28年度
「田彦中学区地域づくりの会」
会員世帯数をお知らせします

◎
三
代  

清
…
…
…

◯
大
谷  

忠
彦
…
…

　米
川  

孝
子
…
…

　廣
瀬  

明
彦
…
…

　坂
本  

伸
子
…
…

　高
嶋  

満
…
…
…

　円
谷  

昇
子
…
…

　清
宮  

美
佐
子
…

　斉
藤  

茂
…
…
…

　卯
月  

隆
夫
…
…

大
島
公
園
西
自
治
会

西
大
島
自
治
会

田
彦
西
自
治
会

堂
端
自
治
会

田
彦
東
自
治
会

体
育
部
会

青
少
年
部
会

文
化
部
会

環
境
部
会

安
全
福
祉
部
会

今
年
度
の
広
報
委
員
で
す

（
◎
委
員
長

　◯
副
委
員
長
）

　

様
々
な
年
代
が
暮
ら
す
可
能
性
あ
る

街
田
彦
。

　

益
々
自
慢
で
き
る
街
に
し
て
い
き
た

い
も
の
で
す
ね
。

編
集
後
記

　本
年
度
、委
員
改
選
に
よ
り
新
メ
ン

バ
ー
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
田
彦
」が
地
域
と

家
庭
を
結
ぶ
広
報
紙
と
し
て
、親
し
み

易
い
紙
面
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　皆
様
方
の
自
由
な
投
稿
を
心
よ
り

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
　

出
来
る
こ
と
か
ら
！

西
大
島
　
宮
本
　
能
光

　

30
年
近
く
こ
の

地
に
住
み
、
地
域

の
た
め
に
何
か
出

来
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
し
た
。
そ

の
よ
う
な
折
、
今
年
度
か
ら
、
副
自
治

会
長
と
し
て
自
治
会
活
動
に
参
加
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
年
度
当
初
は
、

定
期
総
会
や
班
長
会
議
、
そ
の
他
各
種

会
議
等
が
あ
り
ま
し
た
。
顔
見
知
り
の

役
員
さ
ん
は
一
人
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
先
ず
、
役
員
さ
ん
の
名
前
を
覚

え
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

会
議
の
度
に
、
顔
と
名
前
が
徐
々
に
一

致
す
る
よ
う
に
な
っ
て
は
き
ま
し
た
。

　

今
第
一
の
仕
事
は
、
回
覧
用
紙
を
10

軒
の
班
長
さ
ん
に
配
る
こ
と
で
す
。
10

軒
を
廻
る
順
番
や
方
法
を
考
え
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
し
な
が
ら
配
っ
て
い
ま
す
。

歩
数
も
稼
げ
、
一
挙
両
得
で
す
。

　

自
治
会
と
し
て
の
活
動
は
経
験
も
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
先
が
見
え
ま
せ
ん
。

　

今
後
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
顔
見
知

り
に
な
り
、
出
来
る
こ
と
か
ら
取
り
組

ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
の
「
わ
」
？
っ
て

堂
端
　
安
田
　
貫
二

　

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ

ア
の
戯
曲
「
リ
ア

王
」
に
『
人
は
泣

き
な
が
ら
生
ま
れ

て
く
る
』
と
い
う

行く
だ
りが
あ
り
ま
す
。
み
に
く
い
争
い
の
絶

え
な
い
、
厳
し
い
辛
い
こ
の
世
に
何
故

生
ま
れ
て
来
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か

を
い
や
が
っ
て
泣
い
て
い
る
の
だ
と
か
。

　

近
年
、
核
家
族
化
が
進
み
、
近
隣
同

士
の
付
き
合
い
も
希
薄
化
の
様
を
感
じ

ま
す
。
家
族
を
構
成
し
、
子
供
た
ち
が

巣
立
ち
二
人
と
な
り
一
人
と
な
る
後
半
生

で
す
が
「
隣
は
何
を
す
る
人
ぞ
」
で
は

侘
し
い
限
り
で
す
。

　

こ
の
地
に
住
ん
で
40
年
近
く
、
地
域

の
皆
さ
ん
に
助
け
ら
れ
ご
支
援
い
た
だ

い
て
の
今
日
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
ご
恩

に
感
謝
し
、
そ
の
万
分
の
一
で
も
恩
返

し
が
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

人
生
の
後
半
こ
そ
地
域
の
輪
に
生
か

さ
れ
て
助
け
合
い
、
穏
や
か
に
過
ご
し

た
い
も
の
で
す
。
人
は
一
人
で
は
生
き
ら

れ
な
い
と
も
。
地
域
の
「
わ
」
は
自
身

の
行
動
に
こ
そ
存
在
す
る
の
か
な
あ
？

四
つ
の
別
れ

大
島
公
園
西
　
山
岡
　
正
義

　

人
の
一
生
に
は
、

四
つ
の
別
れ
が
あ

る
と
い
う
。
●
職

場
と
の
別
れ
（
定

年
）、
●
子
供
と
の

別
れ
（
独
立
・
結
婚
）、
●
配
偶
者
と
の

別
れ（
死
別
）、●
若
さ
と
の
別
れ（
老
化
）

で
あ
る
。
私
の
場
合
、
前
の
二
つ
は
10

年
以
上
も
前
に
経
験
済
み
。
三
つ
め
は

幸
い
に
し
て
、
２
年
後
の
「
金
婚
」
を

目
指
し
て
未
体
験
の
ゾ
ー
ン
。
問
題
は

四
つ
め
の
「
若
さ
と
の
別
れ
」
で
あ
る
。

70
才
を
超
え
た
今
、
身
体
は
間
違
い
な

く
、
老
化
の
一
途
を
辿
り
つ
つ
あ
る
。

然
し
心
の
持
ち
方
だ
け
は
、
い
つ
ま
で

も
若
く
あ
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ウ
ル
マ
ン
（
米
国
の

実
業
家
）
の
詩
に
、
次
の
よ
う
な
一
節

が
あ
る
。「
青
春
と
は
人
生
の
あ
る
時

期
を
言
う
の
で
は
な
く
、
心
の
持
ち
方

を
言
う
の
だ
。
年
を
重
ね
た
だ
け
で
人

は
老
い
な
い
。
理
想
を
失
う
時
に
初
め

て
老
い
が
来
る
。」
私
も
心
の
持
ち
方

だ
け
は
、
い
つ
ま
で
も
若
く
「
青
春
」

で
い
た
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

田
彦
と
と
も
に田彦

東
　
岡
　
篤
志

　

子
供
た
ち
の
入

園
、
入
学
に
伴
い
、

教
育
環
境
の
整
っ

た
田
彦
に
引
っ
越

し
て
き
て
20
年
が

経
ち
ま
し
た
。
明
成
幼
稚
園
、
田
彦
小・

中
学
校
と
地
域
の
皆
様
に
は
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
、
友

人
に
も
恵
ま
れ
、
田
彦
が
素
晴
ら
し
い

故
郷
に
な
り
ま
し
た
。

　

子
供
の
情
操
教
育
の
た
め
に
（
結
局

は
私
が
一
番
癒
さ
れ
る
事
に
な
っ
た
の
で

す
が
）と
飼
っ
た
愛
犬
の
ケ
リ
ー
と
の
小・

中
学
校
界
隈
の
散
歩
も
楽
し
い
思
い
出

で
す
。
あ
の
頃
の
畑
に
は
、
今
は
見
違

え
る
よ
う
な
モ
ダ
ン
な
新
築
住
宅
が
立

ち
並
び
、
田
彦
の
街
の
活
気
が
感
じ
ら

れ
ま
す
。
我
が
東
北
の
故
郷
の
過
疎
を

思
う
と
う
ら
や
ま
し
い
限
り
で
す
。　

自
治
会
役
員
を
受
け
て

田
彦
西
　
古
川
　
武
夫

　

こ
の
た
び
、
班

長
の
大
役
を
受
け

て
3
ヶ
月
、
本
来

地
域
の
こ
と
に
関

し
無
頓
着
で
し
た
。

そ
の
中
で
子
供
会
の
会
長
の
経
験
（
実

質
的
妻
任
せ
）
が
あ
る
位
で
し
た
。
総

会
も
終
え
、
そ
の
後
、
会
議
も
順
次
行

わ
れ
て
い
る
中
で
6
月
5
・
12
日
に
組

長
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議
題

は
自
主
防
災
会
組
織
に
つ
い
て
で
す
。

議
論
の
中
で
、「
い
ざ
と
い
う
時
に
頼

り
に
な
る
の
が
身
近
な
地
域
の
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、
隣

近
所
の
人
と
声
を
か
け
あ
っ
て
お
互
い

の
命
を
守
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
事

を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
後

5
年
・
10
年
と
高
齢
化
が
進
む
に
つ

れ
て
お
互
い
手
を
と
り
あ
っ
て
協
調

性
を
持
っ
た
近
所
付
き
合
い
に
邁
進

で
き
る
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。
次
に

諸
々
の
行
事
募
集
要
項
の
内
容
で
す
。

行
事
に
参
加
す
る
方
が
少
な
い
。
開
催

要
項
の
趣
向
を
変
え
る
事
で
増
え
る
の

で
は
な
い
か
、
運
営
を
見
直
す
時
期
に

来
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。




